
 本市の児童生徒数は減少が進んでいます。これに伴い、学校が小規模化し、子どもたちが多くの仲間と人間

関係を築き、社会性を育む機会が少なくなるといった課題や、多様な教育活動を行う上で支障が生じてい 

ます。また、学校施設も老朽化が進み、これからの時代に求められる教育環境とはいえない状況です。 

 こうした状況を踏まえ、市ではより良い教育環境を整備し、質の高い教育を実現するため、令和１６年度まで

に２０校の小中学校を３校の義務教育学校に再編する取組みを進めています。   

2026年 

 Bブロック新校に関する基本構想（案）を作成しました 

 各通学区域（A・B・Cブロック）における新校開校に向けた大まかな目標スケジュール  

「教育文化センター『みらい』南側」  

住居表示：佐間３丁目 敷地面積：３８，２００㎡ 
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 このたび、忍・行田・埼玉・太田中学校区の

義務教育学校（Bブロック新校）の設計や 

工事を進める上での基本的な考えを示す、

基本構想（案）を作成しました。 

 この構想（案）の作成に当たり、Bブロック

の児童生徒、保護者、地域の皆様、教職員に

対してアンケートを実施した他、新校のコン

セプトや機能などについて提案をいただく

ワークショップを開催し、皆様からの声を 

反映しています。 
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【参考】１階の平面計画(３階建てを計画） 
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 引き続き、皆さんと一緒に魅力的でワクワクする学校  

づくりに取り組んでいきます。 

学年コモンズ 

学年コモンズ 

みんなが集まっ

て、探究できる

空間（図書館と

コンピュータ室

などの機能） 

ラーニング・ 

コモンズと各諸

室を連携させ、

深い学びを実現 

共有スペースで

は、リラックス

できる ベンチ

やカウンターな

ども設置 



問い合わせ 行田市教育委員会教育総務課 TEL:５５６ー８３１１ Eメール：kyouiku-s@city.gyoda.lg.jp 

質 問 回 答 

つくば市の前教育長

が2016年に「新しい

義務教育学校は作ら

ない」と明言したそう

ですが、行田市では

つくるのですか？  

 つくば市では、2018年以降に4校の義務教育学校を設置し、現在も充実した教育を

実施しています。2024年には児童生徒数約１，９００人の「つくば市立みどりの学園義

務教育学校」を訪問し、先進的な教育内容について学びました。同校は文部科学省の

リーディングDX推進校やAIパイロット指定校で、 

上級生が下級生に教えるなどの取り組みが行わ 

れています。つくば市教育委員会から義務教育学 

校として肯定的な評価を伺いました。 

 また、他の自治体の義務教育学校を訪問した際 

も好意的な評価が多く、義務教育学校の設置は 

本市にとって意義があると考えています。 

つくば市では小・中

の分離を進めている

のですか？  

 開校済みの義務教育学校を分離したという事実は 

ありません。現在も9年間の連続性を活かした教育 

が実施されています。   

 なお、つくばエクスプレスの開通による人口流入に 

伴い、過密状態の解消を目的として、新たな小学校 

や中学校の設置が進められていると伺っています。 

行田市が設置しよう

としている義務教育

学 校 は 標 準 規 模 を 

超えているようです

が、大丈夫ですか？ 

 教員は各校の学級数に応じて配置されますが、本市では学校の小規模化が進み、教員

が十分配置されていません。そのため、業務分担ができず多忙化が進み、子どもに接し

たり、教材研究を行ったりする時間が十分確保できないといった課題を抱えています。

こうした課題を緩和し、魅力ある教育活動を展開するため、十分規模を確保し、１校当た

りの教員配置を充実させる必要があります。  

 具体的には、後期課程（中学校）は、全ての授業で教科担任による学習指導を行うため

に、少なくとも９学級（各学年３学級）必要であり、充実した指導を行うには、同一科目に

複数教員が配置されることが望ましいと考えます。したがって、後期課程の学級数は１８

学級（各学年６学級）確保することが理想的です。 

 また、小中一貫教育を進める施設一体型の義務教育学校では、小中学生の通学区域が

同一になり、前期課程（小学校）も後期課程と 

同規模 （１学年３学級～６学級）になると想定 

しています。 

 こうした考えから、本市では義務教育学校で 

充実した教育活動を行う上では、２７学級から 

５４学級程度が必要であると認識しています。 

 学校再編について、皆さんからいただいたギモンにお答えします 

「みどりの学園義務教育学校」を 

視察した時の様子 


